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える治療を行っています。抗がん剤は内服、点滴・注射によっ
て投与を行い、治療効果と副作用をみながら継続します。
入院で治療を行うこともありますが、最近は外来で治療を
行うことも多くなってきました。また、放射線照射によって
がん細胞の増殖を抑えることができますが、がんの種類に
よって放射線治療の効果が大きく異なります。来年度には、
佐倉病院でも放射線治療の開始が決まっております。
　次に乳がん治療に関して、外科の朴准教授が担当しまし
た。わが国の女性がんにおいて乳がんは罹患率 1 位、死亡
率 5 位であり、年齢調整罹患率は人口 10 万対 65.6 人、
粗死亡率は 10 万対 19.2 人となっています。とくに罹患率
は年率 5％ずつ上昇、過去 30 年で 5 倍に増加しています。
よって乳がんは common disease となったと話されていま
した。乳がんの治療には局所療法と全身療法があり、局所
療法には外科療法と放射線療法、全身療法にはホルモン
療法、化学療法、分子標的療法があり、これらを組み合わ
せて行う集学的治療が一般的に行われています。最近では
乳がんの治療効果予測因子であるホルモンレセプターや
HER2状況、K i 67染色陽性率に応じて intrinsic subtypeを
確定してから全身療法の方針を決めるのが trend とのことで
す。当院では intrinsic subtype に基づく乳がん全身療法を
2008年から導入し、良好な成績を収めています。
　がんは、生活習慣や食生活の見直し、運動不足の解消な
どによって、「なりにくくする」ことはできますが、「ならな
いようにする」ことはできないので、がんのことを正しく理
解し、早期発見と適切な治療を受けることを心がけること
が最も大切であることを強調されていました。

　佐倉病院看護部は「生命尊重と人間愛を基本とし、
やすらぎと心のかようあたたかい看護を提供します」を
看護理念とし、看護の専門性（看護力）を発揮し、医
師･他職種と連携して日々看護を提供しています。
　当院看護部の特徴として、病棟・外来の一元化（ユニッ
ト制）による継続看護、看護相談室の設置による地域の
医療機関・訪問看護ステーション・介護サービス事業所
などとの連携および看護師による退院支援の実施、BSC

（バランススコアカード）の導入による業績評価等があり
ます。2013年度看護部は、1.看護の質の向上・推進を図
ります。2. 経営意識を持ち、病院経営に積極的に参画・
協働します。3. 救急体制の強化・地域連携の推進により、
地域に貢献します。4.管理・教育体制の充実と強化を図
ります。を目標とし、「安全なケアの提供」「顧客（患者・
職員）満足度の向上」「病床利用率の向上」「入院基本
料 7：1 保持」の 4 つの基本戦略を立て、目標達成に向
け取り組んでいます。
　これまで、ユニット制による継続看護を推進しつつ、
外来看護の充実に努めてきました。2012 年度より外来患
者への告知場面に認定看護師が同席し、必要時カウンセ

リングを行なっておりますが、今年度 7 月からは、がん
性疼痛認定看護師・がん化学療法認定看護師・乳がん
看護認定看護師による『がん相談支援看護外来』を設
置しました。今後は、当院でも放射線療法の導入を経て、
がん診療連携拠点病院の指定を目指す予定であるため、
がん相談支援センターの基盤となるよう「がん相談支援
看護外来」を軌道に乗せる活動に取り組んでいきます。
　また、地域連携においては、地域看護職の看護力の
向上、看護職間連携の推進は必須と考え、卒後教育公
開研修を企画し、ホームページで公募しております。残
念ながら限られた医療機関の看護職のご参加に留まって
いる為、今後、地域医療機関・福祉施設・訪問看護ステー
ション・介護サービス事業所等の看護職が参加しやすい
公開研修やスペシャリストによる出張研修を検討していき
たいと考えております。当院には、感染管理認定看護師・
皮膚・排泄ケア認定看護師・糖尿病看護認定看護師・
新生児重症ケア認定看護師・不妊症看護認定看護師等
多くのスペシャリストが活動しております。是非、専門知
識を持ったスペシャリスト看護師を活用して頂きたいと思
います。
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　去る 2013 年 9 月 28 日に東棟 7 階の講堂にて、「がん撲
滅キャンペーン」と題して市民公開講座を開催いたしました。
毎年 9 月のがん制圧月間に行われるこのキャンペーンは
2009 年に始まり今回で 5 回目となります。今回のテーマは

「肺がん・乳がんの治療の進歩」で、外科の岡住教授の司
会ですすめられました。当日は天候に恵まれ、多くの市民の
方にお集まりいただき、がんに対する関心の深さを感じまし
た。
　現在、日本人は一生のうちに、2 人に 1 人が何らかのが
んにかかるといわれており、近年胃がんの罹患率は減少し
ていますが、肺がん、大腸がん、前立腺がん、乳がんは増
加傾向にあります。
　まず、肺がん治療に関して、内科の松澤助教と外科の長
島准教授が担当しました。肺がんは、手術、薬物治療、放
射線治療の 3 つが基本で、いくつかの治療法を組み合わせ
て行うことが一般的です。また、がんに対する治療に加えて、
がんに伴う体と心のケアを行う緩和医療も治療の早期から
行うようになってきています。肺がんの切除は、最近は胸腔
鏡が多くなっており、当院でも積極的に胸腔鏡下手術を肺
がん治療にも導入しています。術後の痛みが少なく、入院
期間も短く、患者さんには優しい手術方法です。薬物治療は、
抗がん剤や分子標的薬などを使って、がん細胞の増殖を抑
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当代屈指の遺伝専門医が解き明かす「これが遺伝と出生前診断だ」
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「未定」

ほぼ毎月、身近な疾患や症状をテーマにした市民公開講座を企画しております。多くの方にご参加いただき、病気の予防や早期発見、普段
の生活に役立てていただければと考えております。いずれの講座も14 時から当院東棟７階・講堂で開催いたします。詳細は、テーマごとに
院内掲示およびホームページなどでご案内いたします。お問い合わせや講演テーマのご要望がございましたら、総務課にご連絡下さい。
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「未定」

ほぼ毎月、身近な疾患や症状をテーマにした市民公開講座を企画しております。多くの方にご参加いただき、病気の予防や早期発見、普段
の生活に役立てていただければと考えております。いずれの講座も14 時から当院東棟７階・講堂で開催いたします。詳細は、テーマごとに
院内掲示およびホームページなどでご案内いたします。お問い合わせや講演テーマのご要望がございましたら、総務課にご連絡下さい。

■ 市民公開講座スケジュール ■ 〈2013 年度の市民公開講座　予定〉
開催予定日 講演予定テーマ 担　当

入場無料
申込不要

200席

要差替

がん撲滅キャンペーン
～肺がん・乳がん 治療の進歩～

市民公開講座
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医療連携だより　̶教育連携について̶

　東邦大学の教育理念は「よき臨床医を育てる」ことであ
ります。現代におけるよき臨床医には、①高度な医療水準を
求め、②患者さんと地域に信頼され期待に応え、③安全性を
常に担保することが要求されます。佐倉病院における初期
研修では、厚生労働省の定める達成項目を基本に、「プラ
イマリーケアの修練」、「疾患への病理学的アプローチ」、「が
ん診療の習得」、「地域医療連携」、「安全管理」を必須要
件としてカリキュラムを組み、指導体制をすすめています。
研修医は、医師免許取得後、約 1 か月の集中オリエンテー
ションを受け、各診療科に配属され、2 年間の研修カリキュ
ラムにより目標経験項目を達成します。併行して、救急セン
ター当直を週一回ずつ継続し、自身で約 20 例平均、年間
で約 1,000 件の初期診療の前線に指導医とともに携わり、
翌朝のカンファレンスにてプレゼンテーションを行っていま
す。これによるプライマリーケア修練は、診察、検査、診断、
各科連携、地域連携、治療にわたる諸課題に常時触れるこ
とにより、非常に効率の高い研修となっております。国民の
2 人に 1 人が罹患する「がん」診療についても、月例のオ
ンコロジーカンファレンスを通して常時最新の知見を update

し、予防、指示、緩和、治療と幅広い診療力の習得に努め

ています。また、月例の医療安全管理研修会、研修医ミー
ティングを通じて、各部署ならびに研修医相互の経験を共
有し、安全管理能力の向上に努めています。年度末には、
1年目 2年目合同でワークショップを行い、前期研修の種々
の問題点を抽出し、相互に discussionしてその解決方針の
発表討論を行っています。さらに、昨年度から、研修医、
指導医、地域医師、行政官、東邦大学卒後教育研修センター
教員のそれぞれが一同に会した発表の場を設けました。初
めに「地域医療の現場からの研修医指導」について地域医
療機関からの講演、次いで指導医講習会の課題発表、研修
医課題発表を行い、さらに「新医師臨床研修制度」につい
て厚生労働省 村岡専門官の講演、最後に卒後教育研修セ
ンターの講演にて、相互の現状および課題の認識を深めま
した。今年度も 2014 年 2 月 15 日に予定しており後日ご案
内いたしますので、地域の先生方のご出席およびご指導を
いただければ幸いです。
　地域の先生方には日頃から、学生教育・実習、研修医の
地域研修などでお世話になっており、厚く感謝しております。
東邦大学佐倉病院では、地域の医療連携の中において教育
連携に協力頂きながらさらに充実させ、将来の医療連携に
つなげ、より良い強固な関係を築いていきたいと考えていま
す。これからも、常に最新の医療を安全に行いながら、地
域に信頼され期待に応えられる、「よき臨床医」の教育に努
めて参ります。今後とも地域の先生方のご指導、ご協力を
ひきつづきお願いしたく、何卒よろしくお願い申し上げます。

新任のご挨拶と臨床検査部・研究開発部のご紹介

【血液学分野】白血球、赤血球、血小板など血液中の血球
数を算定します。血色素や凝固、線溶系なども扱い、迅速
な結果が必要となる検査が多く、測定検体の状態をつね
に確認しながら報告します。
【免疫血清分野】様々なウィルスの抗原や抗体価、腫瘍マー
カー、ホルモンなどを測定します。感染症の流行を共有し
いち早く対応する準備を行うなど最新の検査開発の情報を
集めています。
【一般検査】尿検査と髄液検査、体腔液検査などを行いま
す。採取のために患者さんが痛みを伴うような検体を扱う
ことも多く、慎重に正確に結果を報告することを心がけて
います。
【細菌検査】一般細菌検査と検出された細菌の抗生物質に
対する薬剤感受性検査、結核菌などの抗酸菌検査などを
行います。院内と全国の情報を組み合わせ迅速な治療に
結びつくようにしています。
　これらの検査分野での分析と、その結果を報告する業務
に 16 名の臨床検査技師が従事し、24 時間 365 日対応す
るために通常勤務に加えて日当直体制で運営しています。
実施している検査項目数は 100 項目を超え、一日に測定さ
れる検体数は約 3,000 件です。緊急検査項目は、検体が
検査室に到着後 40 分以内に結果を診療現場へお届けする
ことになります。このような多数の検体の結果を迅速に報
告するために、また、予期せぬ機器異常により報告が遅延
することがないように、各分野に複数台の検査分析機を設
置しています。それぞれの機器には無停電装置などを装備
し検査室全体の危機管理にも対応しています。
　このような多岐にわたる検査項目の精度管理を実施する
ために、検査室で毎日確認するとともに定期的に外部精度
管理調査などに参加し、安全で安心な医療を実践するため
の検査を提供しています。また、臨床検査室は検査業務
に加えて、患者さんを診療する病院スタッフのメンバーとし
て院内チーム医療活動に加わっています。たとえば感染対
策チームでは病院全体が感染状況を把握して安全衛生対策
を行うために、最新の検査結果に基づき解析された統計
データをまとめて専門的見地から適切な対策を講じること
に貢献しています。
　臨床検査部は毎年数名の新人が加わります。多くは出身
や育ちが佐倉やその近くであったり、また学生時代を佐倉
や千葉で学んできた若者です。日々検査の質の向上を目指
し、そのためには検査を行う技師の個々の技能を高めるこ
とを意識しています。一方、当院で深い経験を有する熟練
した職員、高い専門技術と広い知識を習得することで認定
資格をもつ臨床検査技師（緊急臨床検査士 6 名、二級臨
床検査士 6名、認定一般検査技師 1名）が勤務しています。
臨床検査部スタッフは、毎年あらたな力を与えてくれる若
い世代一人一人を大事に育てることを共通の楽しみにしなが
ら、全員で力を合わせて検査業務を行っています。
　科学の進歩に伴って新しい検査項目や測定法が続々と開

　2013年4月より臨床検査部部長に就任しました武城英明
（ぶじょうひであき）と申します。どうぞよろしくお願いい
たします。臨床検査部は、佐倉病院を受診された患者さ
んの診療で必要となる血液や尿の生化学検査などを、一括
して検査する中央部門です。検査結果を確実に迅速にお届
けするようスタッフ一同全力で取り組んで参ります。
　佐倉病院臨床検査部は、臨床検査診断センター 5 部門の
一つです。佐倉病院のそれぞれの診療科の外来・入院診療
の支えとなるべく、センターの病院病理部、生理機能検査部、
輸血部、研究開発部（兼任）と密接に連携を保ち業務を行っ
ています。臨床検査は大きく分けると、患者さんの身体を直
接調べる生理機能検査（心電図や超音波検査など）と、血
液をはじめとする各種体液や、尿、便、喀痰、臓器の一部
を材料（検体）として行う検体検査があります。佐倉病院の
臨床検査部では検体検査を担当し、その業務はさらに、生
化学、血液学、免疫血清、一般、細菌の 5分野に分かれます。
院内検査室のそれぞれの分野で項目を正確に分析し、結果
を迅速に診療現場に報告することが大きな役割です。また、
院内検査のみならず、病気に必要な特殊な検査や治療に大
切な最先端の検査などの外注検査も扱い、すべての解析結
果を厳密に、必要に応じていつでもお届けできるように管理
しています。それぞれの分野の主な検査を紹介します。
【生化学分野】血液中の蛋白質、糖質、脂質、電解質、酵
素などを測定します。あらゆる分野で新たに樹立された病
気の考え方やガイドラインに沿って最新の検査技術を導入
し対応しています。

発されています。これにともなって生まれる情報は膨大で
す。そのような情報の中から信頼できる検査を遅れること
なく、わかりやすく診療現場そして患者さんにお届けする
のが臨床検査の課題の一つです。科学が絶え間なく進展
することと細かな医療を実践することとの架け橋となるの
が検査医学であり、その業務を確実に行うことは現代の医
療に欠くことのできない位置づけです。また、世界の科学
が病院へ入るのみでなく病院で行われている最新の医療や
研究を地域や世界に発信する場も担います。このようなこ

とから今回、研究開発部も兼任し、病院のそれぞれの専
門診療で行われている研究を推進する基盤を整え、若手の
学位研究を支援します。その成果や実績もお知らせします。
　私ども臨床検査部／研究開発部一同は高度化、細分化
される医学の現状に迅速に対応し、より良質な検査を患者
さんに提供するために、医師、看護師、他コメディカルスタッ
フと連携をとり高機能な検査室を目指します。検体検査に
ついてご質問やご相談などございましたらどうぞお気軽に
お問い合わせください。

部長
武 城  英 明

臨床検査部／研究開発部スタッフ

ワークショップの様子

指導医講習会の様子

東邦大学の研修医指導体制
　　　　　　　教育担当副院長　岡 住  慎 一

東邦大佐倉だより（医療機関向）裏本文 ヒラギノ角ゴ w3 + Helvetica 55Roman　　3mm ／ 5mm 送り（22 号は 3.25mm ／ 5mm 送り）
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医療連携だより　̶教育連携について̶

　東邦大学の教育理念は「よき臨床医を育てる」ことであ
ります。現代におけるよき臨床医には、①高度な医療水準を
求め、②患者さんと地域に信頼され期待に応え、③安全性を
常に担保することが要求されます。佐倉病院における初期
研修では、厚生労働省の定める達成項目を基本に、「プラ
イマリーケアの修練」、「疾患への病理学的アプローチ」、「が
ん診療の習得」、「地域医療連携」、「安全管理」を必須要
件としてカリキュラムを組み、指導体制をすすめています。
研修医は、医師免許取得後、約 1 か月の集中オリエンテー
ションを受け、各診療科に配属され、2 年間の研修カリキュ
ラムにより目標経験項目を達成します。併行して、救急セン
ター当直を週一回ずつ継続し、自身で約 20 例平均、年間
で約 1,000 件の初期診療の前線に指導医とともに携わり、
翌朝のカンファレンスにてプレゼンテーションを行っていま
す。これによるプライマリーケア修練は、診察、検査、診断、
各科連携、地域連携、治療にわたる諸課題に常時触れるこ
とにより、非常に効率の高い研修となっております。国民の
2 人に 1 人が罹患する「がん」診療についても、月例のオ
ンコロジーカンファレンスを通して常時最新の知見を update

し、予防、指示、緩和、治療と幅広い診療力の習得に努め

ています。また、月例の医療安全管理研修会、研修医ミー
ティングを通じて、各部署ならびに研修医相互の経験を共
有し、安全管理能力の向上に努めています。年度末には、
1年目 2 年目合同でワークショップを行い、前期研修の種々
の問題点を抽出し、相互に discussionしてその解決方針の
発表討論を行っています。さらに、昨年度から、研修医、
指導医、地域医師、行政官、東邦大学卒後教育研修センター
教員のそれぞれが一同に会した発表の場を設けました。初
めに「地域医療の現場からの研修医指導」について地域医
療機関からの講演、次いで指導医講習会の課題発表、研修
医課題発表を行い、さらに「新医師臨床研修制度」につい
て厚生労働省 村岡専門官の講演、最後に卒後教育研修セ
ンターの講演にて、相互の現状および課題の認識を深めま
した。今年度も 2014 年 2 月 15 日に予定しており後日ご案
内いたしますので、地域の先生方のご出席およびご指導を
いただければ幸いです。
　地域の先生方には日頃から、学生教育・実習、研修医の
地域研修などでお世話になっており、厚く感謝しております。
東邦大学佐倉病院では、地域の医療連携の中において教育
連携に協力頂きながらさらに充実させ、将来の医療連携に
つなげ、より良い強固な関係を築いていきたいと考えていま
す。これからも、常に最新の医療を安全に行いながら、地
域に信頼され期待に応えられる、「よき臨床医」の教育に努
めて参ります。今後とも地域の先生方のご指導、ご協力を
ひきつづきお願いしたく、何卒よろしくお願い申し上げます。

新任のご挨拶と臨床検査部・研究開発部のご紹介

【血液学分野】白血球、赤血球、血小板など血液中の血球
数を算定します。血色素や凝固、線溶系なども扱い、迅速
な結果が必要となる検査が多く、測定検体の状態をつね
に確認しながら報告します。
【免疫血清分野】様々なウィルスの抗原や抗体価、腫瘍マー
カー、ホルモンなどを測定します。感染症の流行を共有し
いち早く対応する準備を行うなど最新の検査開発の情報を
集めています。
【一般検査】尿検査と髄液検査、体腔液検査などを行いま
す。採取のために患者さんが痛みを伴うような検体を扱う
ことも多く、慎重に正確に結果を報告することを心がけて
います。
【細菌検査】一般細菌検査と検出された細菌の抗生物質に
対する薬剤感受性検査、結核菌などの抗酸菌検査などを
行います。院内と全国の情報を組み合わせ迅速な治療に
結びつくようにしています。
　これらの検査分野での分析と、その結果を報告する業務
に 16 名の臨床検査技師が従事し、24 時間 365 日対応す
るために通常勤務に加えて日当直体制で運営しています。
実施している検査項目数は 100 項目を超え、一日に測定さ
れる検体数は約 3,000 件です。緊急検査項目は、検体が
検査室に到着後 40 分以内に結果を診療現場へお届けする
ことになります。このような多数の検体の結果を迅速に報
告するために、また、予期せぬ機器異常により報告が遅延
することがないように、各分野に複数台の検査分析機を設
置しています。それぞれの機器には無停電装置などを装備
し検査室全体の危機管理にも対応しています。
　このような多岐にわたる検査項目の精度管理を実施する
ために、検査室で毎日確認するとともに定期的に外部精度
管理調査などに参加し、安全で安心な医療を実践するため
の検査を提供しています。また、臨床検査室は検査業務
に加えて、患者さんを診療する病院スタッフのメンバーとし
て院内チーム医療活動に加わっています。たとえば感染対
策チームでは病院全体が感染状況を把握して安全衛生対策
を行うために、最新の検査結果に基づき解析された統計
データをまとめて専門的見地から適切な対策を講じること
に貢献しています。
　臨床検査部は毎年数名の新人が加わります。多くは出身
や育ちが佐倉やその近くであったり、また学生時代を佐倉
や千葉で学んできた若者です。日々検査の質の向上を目指
し、そのためには検査を行う技師の個々の技能を高めるこ
とを意識しています。一方、当院で深い経験を有する熟練
した職員、高い専門技術と広い知識を習得することで認定
資格をもつ臨床検査技師（緊急臨床検査士 6 名、二級臨
床検査士 6名、認定一般検査技師 1名）が勤務しています。
臨床検査部スタッフは、毎年あらたな力を与えてくれる若
い世代一人一人を大事に育てることを共通の楽しみにしなが
ら、全員で力を合わせて検査業務を行っています。
　科学の進歩に伴って新しい検査項目や測定法が続々と開

　2013年4月より臨床検査部部長に就任しました武城英明
（ぶじょうひであき）と申します。どうぞよろしくお願いい
たします。臨床検査部は、佐倉病院を受診された患者さ
んの診療で必要となる血液や尿の生化学検査などを、一括
して検査する中央部門です。検査結果を確実に迅速にお届
けするようスタッフ一同全力で取り組んで参ります。
　佐倉病院臨床検査部は、臨床検査診断センター 5 部門の
一つです。佐倉病院のそれぞれの診療科の外来・入院診療
の支えとなるべく、センターの病院病理部、生理機能検査部、
輸血部、研究開発部（兼任）と密接に連携を保ち業務を行っ
ています。臨床検査は大きく分けると、患者さんの身体を直
接調べる生理機能検査（心電図や超音波検査など）と、血
液をはじめとする各種体液や、尿、便、喀痰、臓器の一部
を材料（検体）として行う検体検査があります。佐倉病院の
臨床検査部では検体検査を担当し、その業務はさらに、生
化学、血液学、免疫血清、一般、細菌の 5分野に分かれます。
院内検査室のそれぞれの分野で項目を正確に分析し、結果
を迅速に診療現場に報告することが大きな役割です。また、
院内検査のみならず、病気に必要な特殊な検査や治療に大
切な最先端の検査などの外注検査も扱い、すべての解析結
果を厳密に、必要に応じていつでもお届けできるように管理
しています。それぞれの分野の主な検査を紹介します。
【生化学分野】血液中の蛋白質、糖質、脂質、電解質、酵
素などを測定します。あらゆる分野で新たに樹立された病
気の考え方やガイドラインに沿って最新の検査技術を導入
し対応しています。

発されています。これにともなって生まれる情報は膨大で
す。そのような情報の中から信頼できる検査を遅れること
なく、わかりやすく診療現場そして患者さんにお届けする
のが臨床検査の課題の一つです。科学が絶え間なく進展
することと細かな医療を実践することとの架け橋となるの
が検査医学であり、その業務を確実に行うことは現代の医
療に欠くことのできない位置づけです。また、世界の科学
が病院へ入るのみでなく病院で行われている最新の医療や
研究を地域や世界に発信する場も担います。このようなこ

とから今回、研究開発部も兼任し、病院のそれぞれの専
門診療で行われている研究を推進する基盤を整え、若手の
学位研究を支援します。その成果や実績もお知らせします。
　私ども臨床検査部／研究開発部一同は高度化、細分化
される医学の現状に迅速に対応し、より良質な検査を患者
さんに提供するために、医師、看護師、他コメディカルスタッ
フと連携をとり高機能な検査室を目指します。検体検査に
ついてご質問やご相談などございましたらどうぞお気軽に
お問い合わせください。

部長
武 城  英 明

臨床検査部／研究開発部スタッフ

ワークショップの様子

指導医講習会の様子

東邦大学の研修医指導体制
　　　　　　　教育担当副院長　岡 住  慎 一

東邦大佐倉だより（医療機関向）裏本文 ヒラギノ角ゴ w3 + Helvetica 55Roman　　3mm ／ 5mm 送り（22 号は 3.25mm ／ 5mm 送り）


